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【今年も残すところあと１か月あまり！最後の締めを確実に！！】

十島村教育委員会教育長 木戸 浩

(1) “かごしまの教育”県民週間（１１／１～７日）
毎年恒例となっています“かごしまの教育”県民週間が，今年も１１月１

日から７日に実施されました。この時期に合わせて、前後１週間以内に，ど
の島でも文化祭や学習発表会が実施されました。児童・生徒は，日頃の練
習の成果を大勢の前で発表する機会を得られ，人前での緊張感と，やり遂
げた充実感を存分に味わえたのではないでしょうか。また，教職員も地域
の一員として，音楽や演劇など発表できる機会を与えていただきました。こ
のような経験は，十島村だからこそできる大きな財産になったと思います。
地元の子も，留学生の子も自己有用感を得られた
と確信しています。
地域の中の学園として，島全体での文化的な賑

わいが戻ってきたことが，非常に喜ばしいことだと
思います。これからも，もうしばらく『文化』に親しん
でいただければと思います。

（２） 「生き方のヒント」 ～ 何をもって人生の視座とするか？ ～
人は，ともすると安きに流れ楽な方へと舵を取りたがります。私自身も
「まあ，明日があるさ」と今できることを先送りしてしまうことがあります。
生き方のヒントを祖母の言葉から汲み取った人がいます。俳優の加山雄
三さんです。
以前，偶然見たテレビで，加山雄三さんがインタビューを受けていまし

た。加山さんの父上は，一世を風靡した名優，上原謙さんです。その上原
さんが晩年に事業に失敗し，大きな負債を抱えられました。インタビュアー
がその頃を振り返り，「あんな時、どんな人でも背中に焦燥感が出るもの
ですが，加山さんは全然そんなことはありませんでした。なぜですか。」と
質問しました。
加山さんは答えました。「それはおばあさんのおかげです。僕を小さい

頃から可愛がってくれた人ですが，僕が子どもの頃、何かあるたびに“おま
えは今試されているんだよ”と言い，“荷物が重いのではない。担ぐ力が弱
いんだよ”と言ってくれました。そういう言葉が身に付いていたからだと思
います。」
祖母の言葉を反芻することで，加山さん自らの人格を錬成していかれた

のではないでしょうか。
「言うは易し，行うは難し」や「現状維持は後退なり」，「慣れた航路も初
航路」など，人それぞれに座右の銘があるのではないでしょうか。
私がいつも心に留めているのは『不進應知退』という言葉で「進まざるは
まさに退くと知るべし」という意味です。ある学校の校長室に掲げられてい
たものです。これからも現状に満足することなく，改善を図りながら，前進し
ていきたいと思います。
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ファミリー劇場の御案内
11月30日(土)小宝島会場 硫黄島ジャンベチームあ・ぼーら
12月7日(土)宝島会場 大道芸 宮崎花ふぶき一座

十島村教育委員会だより 令和６年１１月号
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南北１６０㎞「心をつなぎ 気概に満ちた」十島の教育

僕は，神戸からの山海留学生として口之島で生活をし
ています。
口之島学園に通っている児童生徒数は，1年生から9

年生合わせて15人。都会の学校に比べたらとても少ない
です。でも，そんな都会の学校に負けないくらい学園のみ
んなは，「超」がつくほど明るく，面白く，仲がいいです。僕
が，毎日「眠いな」と思いながら登校すると，みんなが大き
な声で挨拶をしてくれます。それで僕の眠気は一気に吹っ
飛び，一日のやる気スイッチが入ります。
休み時間には、授業が始まる時間ギリギリまで同級生

達とくだらないことで盛り上がります。授業に入っても切り
替えができずに先生に叱られるときもあります。昼休みに
なると下級生たちと外で遊んだり，室内でカードゲームを
したり毎日いろんなことをして遊んでいます。
楽しいのは学校生活だけではありません。放課後や休

日になれば，同級生の家にみんなが集まります。そこでは
ゲームや日常生活について話をして，とても盛り上がりま
す。また暑い日には，寮監さんが海に連れて行ってくれま
す。海では泳いだり，魚を見つけたりするだけでなく，漂流
物で海賊船を作って港を一周したり，海へ飛び込んだりし
ます。
口之島は都会とは違い，公園やカラオケなどの遊ぶと

ころがほとんど無いです。それでも都会では経験できな
い，たくさんの楽しいことを見つけて，みんなが仲良く，島
での生活を送っています。

【諏訪之瀬島学園からのメッセージ】
諏訪之瀬島学園 教諭 吉富 真由美

十 島 村 で 学 ぶ

【毎日楽しい口之島】
口之島学園 ８年 大村 大悟

教職について初の離島への異動。諏訪之瀬島での教職
員生活は毎日とても充実しています。
学校では少人数での授業のよさだけでなく，難しさも感じ

ますが，素直にがんばる子どもたちにこたえるために教材研
究することがとても楽しいです。また，かっこよく噴煙をあげ
る御岳を背景にして，朝のランニングやボランティア活動を
することで，他の学年の子どもたちともつながることができ，
学園のよさを感じています。
職員室は，「子どもたちのためになることを」とみんなで

知恵を出し合う真剣な会議が行われるのはもちろん，たわ
いもない会話で大笑いできる憩いの場でもあります。
休みの日には，島のみなさんとソフトボールやバレーボー

ル，音楽活動などで交流でき，これまでの教職員生活の中
で今が一番充実し生き生きと生活できている気がしていま
す。お盆の八月踊りにも参加することができ，島の伝統行事
を楽しむこともできました。島民合同体育大会も盛り上がり，
次は文化祭が楽しみです。
大好きなこの島で働けることに感謝しながら，これからも

できることを一生けん命取り組んでいきます。

教員生活の中で，同じ十島村の教員として共に過ごすこ
とができるのは貴重なことだと思います。年1回の村教研，Ｔ
Ｖ会議などでお話しできるのを楽しみにしています。

令和６年10月11日 南日本新聞「若い目」

令和６年10月２７日 南日本新聞「若い目」


